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羽陽学園短期大学卒業生の学習・仕事・
生活に関する調査について(2)　 　　　
Ⅰ．はじめに
茨卒業生に関する調査について
　本学で２年間の教育を受け、職場に勤務し、種々の
経験を重ねた時に、卒業生自身は、本学での教育をど
のように評価しているのだろうか。更に卒業生は、自
分自身の生涯学習を考える時に、出身である本学へど
のようなものを求めているのだろうか。それらを調査
するために、平成21年度に卒業生を対象に調査を実施
した。
　前研究（松田・研（2010）１））では、調査の概要を報
告し、次の３点のことを確認した。
　①現在の勤務先と本学の学習については、卒業後の
期間、本学での履修コースや専攻科への進学によ
り、その評価に違いがある。
　②結婚や育児を機会に仕事を一旦辞めるか、継続す
るかは、本学での履修コースにより、違いがある。
　③卒後教育の実施には、本学でのコース、専攻科へ
の進学状況、就学状況及び卒業後の期間により、
その内容を細分化するなどの配慮を必要とする。
　そこで、本研究では、調査をもとに、本学の今後の
教育内容の充実のための資料を検討する。
芋本研究の目的
　卒後教育の意義は、卒業生にとっては、短大での学
習をもとに勤務しその結果、新たに学習し、その学習
結果をもとに勤務するという繰り返しにより、自己を
高めながら、職場に対応する。また、短大にとっては、
卒後教育を通して、短大での教育改善できると考える。
　一方短大卒業後の勤務の変化をみると、勤務経験の
短い初任者は、実習など短大の学習と先輩のアドバイ
スを手掛かりとして勤務し、勤務年数の長い中堅者は、
短大の学習を基礎に、職場での経験を加えながら勤務
し、後輩にアドバイスをすることになると考える。
従ってこのような職場での経験年数の違いにより必要
とする卒後教育の学習内容も異なるものと考える。そ
こで、卒後教育や教育の課題について検討するために、
勤務先と卒業後の経過年数により必要とする卒後教育
の内容は異なるという仮説をたてた。
　この仮説を検証するために、調査回答者の約70％が
就職している、保育者と介護者を、卒業後３年以内の
初任者と５年以上の中堅者の２つに分けて、更に調査
項目から「短大で習得した学習」、「職場で必要とする
能力」及び「今後受ける必要のある教育内容」という
学びのサイクルとも呼べる３つを用い行うこととした。
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〔　要　　約　〕
　卒業生を対象に実施した調査を分析し本学の教育について検討した結果、次の３点を確認した。
茨　介護職養成の成果
　　介護職として勤務するものは、勤務の長短に関わらず資格取得や職場で必要な能力を把握して勤務
している。
芋　卒後教育の必要性について
　　勤務年数を重ねることにより、教養や専門的な知識や問題解決力などを職業人としての能力とし統
合するようになり、短大で学習した以上の高度な知識や能力を必要と感じてくるようになる。
鰯　卒後教育の内容について
　　卒後教育の内容は、「専攻分野においてさらに学ぶこと」、「教養を身につけること」及び「将来の
仕事に必要なことを学ぶこと」を必要とするものが多く、教養については実務に必要なものとしてと
らえている。
（2010年10月１日受理）
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Ⅱ．調査の方法と結果
１．調査方法
茨調査対象者
　本学の卒業生700名を対象者とした。
芋調査票の作成
　吉本（2005）２）らの先行調査研究を参考に、本学は
幼児教育科単科の短大であること、幼児教育科の卒業
生の25％前後は卒業と同時に入学している専攻科を設
置していることなどを考慮し、回答の選択肢を変更し
たり、項目を加えるなどしたりして、本学独自の調査
票を作成した。
　調査内容は、在学中の学習の状況や卒業後の進路な
ど９つのカテゴリーに分け、それぞれに質問項目を設
け、調査項目数は224となった。
鰯調査の実施方法
　①調査は、調査票を郵送により調査対象者に送付し、
回答は郵送により行なう郵送調査法とした。
　②調査は、卒業後１年目から９年目までの隔年の卒
業生全員を対象とする悉皆調査とし、その数は
702名であった。
　③郵送先の住所は卒業時の名簿と同窓会名簿（羽陽
学園短期大学同窓会平成17年１月発行）とを照合
し、住所不明などで調査票が届かないことのない
ように郵送先を決定した。調査者の名簿作成作業
中に、住居変更により郵送先が不明なものなど２
名については、郵送（調査）不可能であったため、
調査対象から除いた。
　④調査票は回答用紙も兼ねているために、調査票と
返信用の封筒を一組として、調査のために準備し
た専用の封筒を使って郵送した。調査期間などの
日程は次の通りである。
　　ａ）調査票発送：平成21年８月１日（土）
　　ｂ）調 査 期 間：平成21年８月３日（月）から平
成21年８月31日（月）（調査票の最終到着日は
９月７日）
　　ｃ）調査票記入日：平成21年８月１日現在で記入
させた。
　　ｄ）調査内容、調査方法等の詳細は、松田・研
（2010）１）で報告した。
２．調査結果
茨調査結果の集計について
　回収された調査票には、無回答や指定した選択数を
超えて回答したものがあった。これらの回答も可能な
限り統計処理に加えることを目的に、次のように取り
扱った。
　①本学の卒業年度、高等学校の卒業年度など本学に
入学するための資格を取得した年度、本学への入
学年度、生年月日など年月に関わる調査項目で無
回答があった時には、他の調査項目から確定可能
なものは、そのデータを補正し統計処理する。
　②卒業後の勤務箇所数など５項目の中で、無回答や
調査協力者の勘違いが１項目あった時には、他の
４項目からそのデータを確定可能なものは、補正
し統計処理する。
　③指定した数以上に選択した回答については、集計
データとして入力し、調査票設計時に計画した以
外の統計処理や分析の方法を使い、可能な限り分
析を行い、調査協力者の考えや思いを尊重する。
　④表１（卒業年度別の卒業者数、調査対象者数、回
答者数など）以外は特に断りがない限り、無回答
者数については、統計処理の結果には記載しない。
　なお、回答はマイクロソフト社のEXCELを使い筆
者が入力し、統計処理は日本アイ･ビー･エム株式会社
のSPSSを使用し分析した。
芋調査票の回収率について
　該当する年度の卒業者数、回答者数等を（表１）卒
表１　卒業年度別の卒業者数、調査対象者数、回答者数など
計無回答平成20年3月平成18年3月平成16年3月平成14年3月平成12年3月
702－138142142138142卒業生数
2－11住所不明者数
700－137142141138142送付数
35－3261311転居不明者数
665－134140135125131調査対象者数
19523951323239
回答者数
（調査協力者数）
29.3％－29.1％36.4％23.7％25.6％29.8％回収率
27.8％－28.3％35.9％22.5％23.2％27.5％回答者数/卒業者数
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業年度別の卒業者数、調査対象者数、回答者数などに
示した。卒業年度により回収率は23.7％から36.4％と
約13％の差があった。平均の回収率は、29.3％であっ
た。
鰯調査対象者の勤務について
　調査協力者の現在の勤務状況を次のように整理した。
苑雇用状況について
　雇用状況について、正規職員、契約（臨時）職員・
派遣社員、アルバイト・パートタイム、自営業、家
事・子育てなど12項目の選択肢で調査した。正規職員、
契約（臨時）職員・派遣社員を臨時職員とし、アルバ
イト・パートタイムをアルバイト、自営業等をその他
とし４種類に分類し、（表２）卒業生の勤務状況に示さ
れている。
薗勤務業種について
　勤務している業種について、認可保育所、認可外保
育所、幼稚園、高齢者福祉関係、医療・保健関係、児
童福祉関係、成人福祉関係、小・中学校、その他の学
校（含む学童保育）・教育産業、金融・保健業、など14
項目の選択肢で調査した。幼稚園、認可保育所と認可
外保育所を保育所とし、高齢者福祉関係、医療・保健
関係、児童福祉関係と成人福祉関係を児童・成人福祉
関係とし、小・中学校とその他の学校（含む学童保育）・
教育産業を小中学校・学童保育所関係とし、金融・保
健業等をその他とし７種類に分類し、（表２）卒業生の
勤務状況に示されている。
遠勤務職種について
　勤務している職種について、教員（幼稚園・学校）、
保育士（保育所・児童福祉など）、介護従事者（介護
福祉士資格）、介護従事者（介護福祉士以外）、生活指
導員等（児童・成人関係）、事務（幼稚園、保育所）、
事務（福祉施設、社会福祉協議会）、調理師・栄養士、
販売など16項目の選択肢で調査した。それを、教員、
保育士、介護従事者（介護福祉士資格）、介護従事者
（介護福祉士以外）、生活指導員、事務（幼稚園、保
育所）・調理師・販売などについてはその他として６
種類に分類し、（表２）卒業生の勤務状況に示されてい
る。
鉛卒業年度について
　調査協力者の卒業年度は前述の通り平成12年３月か
ら平成20年３月までの隔年で５群に分かれているが、
本研究では、卒業後３年以内と５年以上の２群に再分
類し、（表２）卒業生の勤務状況に示されている。
　表２から幼稚園で教員として勤務しているものは15
名全員が正規職員である。それに対して保育所に勤務
するものは、正規職員は32名、臨時職員は33名と臨時
職員の割合が高いことが示された。更に卒後年数の群
ごとに比較すると３年以下で保育所に勤務するものは
39名でそのうち正規職員は17名（43.6％）、５年以上で
保育所に勤務するものは26名でそのうち正規職員は15
名（57.7％）と卒業後年数を経過するほど正規職員の
割合は多くになっていることが分かる。次に、認可保
育所と認可外保育所を比較すると認可保育所に勤務す
るものは59名でそのうち正規職員は27名（45.8％）、臨
時職員は32名（54.2％）、認可外保育所に勤務するもの
は６名でそのうち正規職員は５名（83.3％）、臨時職員
は１名（16.7％）であった。（この数値は表に未掲載）こ
れから、調査時点において認可保育所は臨時職員に依
存している割合は高いと推定される。次に高齢者福祉
関係と医療・保健関係に勤務するものは、正規職員は
47名、臨時職員は８名であった。なお、介護福祉士資
格を取得し勤務するものは49名、介護福祉士以外の資
格で勤務するものは６名であった。
　また、幼稚園、高齢者福祉関係、医療・保健関係に
は教員又は介護職以外の職種で勤務するものがいるこ
と。児童・成人福祉関係、小中学校・学童関係には、
保育士、生活指導員等多様な職種で勤務していること
が示された。
允本研究の対象者について
　鰯調査対象者の勤務についてから、児童・成人福祉
関係及び小中学校・学童関係に勤務するものの職種は
多様で、それぞれに属する人数も少ないため統計的な
検討は困難と考え本研究では対象から除いた。検討す
るために調査時点での職種（以下職種群）を、幼稚園
に教員として勤務する15名（以下幼稚園教諭）と認可・
認可外保育所に保育士として勤務する70名（以下保育
所保育士）を合わせた85名（以下保育職）、介護従事者
として高齢者関係に勤務する51名と医療・保健関係に
勤務する４名を合わせた55名（以下介護職）の合計140
名を２群に分け対象者とすることとした。更に、仮説
を検証するために、初任者として卒業後３年以内（平
成20年及び18年３月卒業、以下卒後初期群）と、中堅
者として卒業後５年以上（平成16、14年及び12年３月
卒業、以下卒後中期群）の２群（以下卒後年数群）に
分けた。その調査対象者の内訳を（表３）調査対象者
数に示す。
印本研究の調査項目
　調査では、200項目を超える質問項目があり、本研究
では次の３調査項目について検討する。
　①幅広い知識や教養、言葉によるコミュニケーショ
ン等の20項目の知識・技能・能力について、在学
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中にどの程度身につけたか（以下短大での学習）
を「全く身についていなかった」から「十分に身
につけた」までの５件法により選択させた。なお、
20項目の内容は次のとおりである。
　　ａ）幅広い知識・教養
　　ｂ）専門的な知識や技能
　　ｃ）外国語の能力
　　ｄ）コンピュータを使いこなす技能
　　ｅ）問題解決能力
　　ｆ）ひとりで仕事をこなせるカ
　　ｇ）チームの中で仕事を遂行する能力
　　ｈ）仕事への適応能力
表２　卒業生の勤務状況
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　　ⅰ）創造性
　　ｊ）自発性、自主性
　　ｋ）話しことばによるコミュニケーション能力
　　ｌ）リーダーシップを発揮できる力量
　　ｍ）後輩や実習生を指導する能力
　　ｎ）子どもや利用者とのコミュニケーション能力
　　ｏ）子どもや利用者の家族とのコミュニケーショ
ン能力
　　ｐ）人との交渉能力、折衝能力
　　ｑ）礼儀マナー
　　ｒ）記録や手紙を要領よく書く能力
　　ｓ）仕事を振り返って改善する能力
　　ｔ）仕事の問題等を調査し、研究する能力
　②①と同じ20項目について、職場でどの程度必要と
されているか（以下職場で必要な能力）を「全く
必要とされていない」から「非常に必要とされて
いる」までの５件法により選択させた。
　③今後受ける必要のあると思う教育や訓練の内容６
項目（今後必要な教育内容）について、「全くそ
う思わない」から「非常にそう思う」までの５件
法により選択させた。なお、６項目の内容は次の
とおりである。
　　　ａ）専攻分野についてさらに学ぶこと
　　　ｂ）別の分野について学ぶこと
　　　ｃ）教養を身につけること
　　　ｄ）将来の仕事に必要なことを学ぶこと
　　　ｅ）学士（大学卒）や修士の学位を取得すること
表５　短大での学習（群ごとの比較）
短大での学習
介護職保育職卒後年数群職種群
中期初期中期初期中期初期介護保育
○○○幅広い知識・教養
○○専門的な知識や技能
○○○外国語の能力
○○○コンピュータを使いこなす技能
○○問題解決能力
○○ひとりで仕事を使いこなせる力
○○チームの中で仕事を遂行する能力
仕事への適応力
○○創造性
○○自発性、自主性
○○○話ことばによるコミュニケーション能力
○○○リーダーシップを発揮できる力量
○○後輩や実習生を指導する能力
○○○子どもや利用者とのコミュケーション能力
○○子どもや利用者の家族とのコミュニケーション能力
○○人との交渉能力、折衝能力
○○○礼儀マナー
○○記録や手紙を要領よく書く能力
○仕事を振り返って改善する能力
仕事の問題等を調査し、研究する能力
表４　短大での学習(全体)
中央値平均値人数
33.22138幅広い知識・教養
43.55137専門的な知識や技能
21.99137外国語の能力
32.92138コンピュータを使いこなす技能
32.95138問題解決能力
32.93138ひとりで仕事を使いこなせる力
33.28137チームの中で仕事を遂行する能力
33.36138仕事への適応力
33.25138創造性
33.30138自発性、自主性
33.36138話ことばによるコミュニケーション能力
32.78138リーダーシップを発揮できる力量
32.41138後輩や実習生を指導する能力
43.51138子どもや利用者とのコミュケーション能力
32.88137子どもや利用者の家族とのコミュニケーション能力
32.93137人との交渉能力、折衝能力
33.51138礼儀マナー
33.07138記録や手紙を要領よく書く能力
33.08138仕事を振り返って改善する能力
32.88138仕事の問題等を調査し、研究する能力
表３　調査対象者数
合計
卒後年数群
卒後中期
（５年以上）
卒後初期
（３年以下）
 853748保育職
職種群
 553619介護職
1407367合　　計
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　　　ｆ）資格を取得すること
３．調査結果
茨短大での学習について
①全体の評価
　短大での学習について、平均値と中央値を（表４）
短大での学習（全体）に示す。
　表４から17項目は、５件法の中間に位置する３（ど
ちらとも言えない）を選択している。「専門的な知識
や技能」及び「子どもや利用者とのコミュニケーショ
ン能力」の２項目は、身につけたとするものは多いこ
とが示された。
②調査群ごとの比較
　短大での学習について、職種群、卒後年数群及び各
職種群を卒後年数で分けて平均値を求めた（巻末（表
101）に掲載）、次にそれぞれの２群ごとに、独立性の
検定をMann-WhitneyのU検定により行い、その結果
を（表５）短大での学習（群ごとの比較）に示した。
なお、表では有意差のある項目で、評定が高い群のほ
うに○印を示した。
　表５から、職種群を比較すると、20項目中、「外国語
の能力」、「コンピュータを使いこなす技能」、「創造性」、
「自発性、自主性」、「リーダーシップを発揮できる力
量」の５項目では、保育職の評価は、有意に高いこと
が示された。これから、保育職は短大での学習で身に
つけたとするものは多くなっていることが分かる。
　次に卒後年数群を比較すると、卒業後３年以内の卒
後初期群は、調査項目20項目中17項目（85.0％）の評
価で有意に高いことを示した。なお、17項目は次のと
おりである。「幅広い知識・教養」、「専門的な知識や技
能」、「外国語の能力」、「コンピュータを使いこなす技
能」、「問題解決能力」、「ひとりで仕事をこなせるカ」、
「チームの中で仕事を遂行する能力」、「創造性」、「自
表７　職場で必要な能力（群ごとの比較）
職場で必要な能力
介護職保育職卒後年数群職種群
中期初期中期初期中期初期介護保育
幅広い知識・教養
専門的な知識や技能
○外国語の能力
コンピュータを使いこなす技能
問題解決能力
ひとりで仕事を使いこなせる力
チームの中で仕事を遂行する能力
仕事への適応力
○創造性
自発性、自主性
○話ことばによるコミュニケーション能力
リーダーシップを発揮できる力量
○後輩や実習生を指導する能力
○○子どもや利用者とのコミュケーション能力
子どもや利用者の家族とのコミュニケーション能力
人との交渉能力、折衝能力
礼儀マナー
記録や手紙を要領よく書く能力
仕事を振り返って改善する能力
仕事の問題等を調査し、研究する能力
表６　職場で必要な能力（全体）
全体
中央値平均値人数
54.31137幅広い知識・教養
54.57137専門的な知識や技能
21.75135外国語の能力
43.70137コンピュータを使いこなす技能
54.35137問題解決能力
54.37137ひとりで仕事を使いこなせる力
54.71136チームの中で仕事を遂行する能力
54.60136仕事への適応力
44.11137創造性
54.36137自発性、自主性
54.50137話ことばによるコミュニケーション能力
43.97137リーダーシップを発揮できる力量
44.09137後輩や実習生を指導する能力
54.75137子どもや利用者とのコミュケーション能力
54.82136子どもや利用者の家族とのコミュニケーション能力
44.13136人との交渉能力、折衝能力
54.60137礼儀マナー
54.39137記録や手紙を要領よく書く能力
54.43137仕事を振り返って改善する能力
44.20137仕事の問題等を調査し、研究する能力
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発性、自主性」、「話しことばによるコミュニケーショ
ン能力」、「リーダーシップを発揮できる力量」、「後輩
や実習生を指導する能力」、「子どもや利用者とのコ
ミュニケーション能力」、「子どもや利用者の家族との
コミュニケーション能力」、「人との交渉能力、折衝能
力」、「礼儀マナー」及び「記録や手紙を要領よく書く
能力」。
　次に保育職における卒後年数群を比較すると、卒業
後３年以内の卒後初期群は、調査項目20項目中16項目
（80.0％）の評価で有意に高いことを示した。なお、
16項目は次のとおりである。「幅広い知識・教養」、「専
門的な知識や技能」、「外国語の能力」、「コンピュータ
を使いこなす技能」、「問題解決能力」、「ひとりで仕事
をこなせるカ」、「チームの中で仕事を遂行する能力」、
「話しことばによるコミュニケーション能力」、「リー
ダーシップを発揮できる力量」、「後輩や実習生を指導
する能力」、「子どもや利用者とのコミュニケーション
能力」、「子どもや利用者の家族とのコミュニケーショ
ン能力」、「人との交渉能力、折衝能力」、「礼儀マナー」、
「記録や手紙を要領よく書く能力」及び「仕事を振り
返って改善する能力」
　次に介護職における卒後年数群を比較すると、卒業
後３年以内の卒後初期群は、調査項目20項目中、「幅広
い知識・教養」、「話しことばによるコミュニケーショ
ン能力」、「子どもや利用者とのコミュニケーション能
表８　今後の教育内容（全体）
中央値平均値人数
43.97115専攻分野についてさらに学ぶこと
33.24115別の分野について学こと
43.69115教養を身につけること
43.88114将来の仕事に必要なことを学ぶこと
22.37115学士（大学卒）や修士の学位を取得すること
43.90115資格を取得すること
表９　今後の教育内容（群ごとの比較）
介護職保育職卒後年数群職種群
卒後中期卒後初期卒後中期卒後初期卒後中期卒後初期介護職保育職
専攻分野についてさらに学ぶこと
別の分野について学こと
教養を身につけること
将来の仕事に必要なことを学ぶこと
学士（大学卒）や修士の学位を取得すること
○○○資格を取得すること
表10　今後の教育内容（短大での学習）
短大での学習習得感上位短大での学習習得感下位
中央値平均値無回答人数回答人数中央値平均値無回答人数回答人数
43.77105744.151354専攻分野についてさらに学ぶこと
33.11105743.351354別の分野について学こと
43.60105743.761354教養を身につけること
43.71115643.981354将来の仕事に必要なことを学ぶこと
32.58105722.241354学士（大学卒）や修士の学位を取得すること
43.81105743.911354資格を取得すること
表11　今後の学習内容（職場で必要な能力）
職場で必要な能力感評定上位職場で必要な能力感評定下位
中央値平均値無回答人数回答人数中央値平均値無回答人数回答人数
54.25125543.721154専攻分野についてさらに学ぶこと＊1
33.40125533.111154別の分野について学こと
43.98125543.441154教養を身につけること＊2
54.13135443.631154将来の仕事に必要なことを学ぶこと＊3
32.51125522.281154学士（大学卒）や修士の学位を取得すること
44.07125543.701154資格を取得すること
＊1= p<.004, ＊2= p<.002, ＊3= p<.004
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力」及び「礼儀マナー」の４項目（20.0％）の評価で
有意に高いことを示した。
芋職場で必要な能力について
①全体の評価
　職場で必要な能力について、平均値と中央値を（表
６）職場で必要な能力（全体）に示す。
　表６から、20項目中13項目（65.0％）は、「非常に必
要とされている」とする５を選択し、６項目（30.0％）
は「必要とされている能力」とする４を選択している
ことが示された。
②調査群ごとの比較
　職場で必要な能力について、短大での学習と同様に
平均値を求め（巻末（表102）に掲載）、更に２群ごと
に、独立性の検定（Mann-WhitneyのU検定）を行い、
その結果を（表７）職場で必要な能力（群ごとの比較）
に示した。なお、表では有意差のある項目で、評定値
が高い群のほうに○印を示した。
　表７から、職種群を比較すると、職場で必要な能力
として、保育職は「外国語の能力」と「創造性」、介
護職は「話しことばによるコミュニケーション能力」
を、必要であるとする評価は有意に高いことが示され
た。
　次に卒後年数群で比較すると、職場で必要な能力と
して、卒業後５年以上の卒後中期群は「後輩や実習生
を指導する能力」、卒業後３年以内の卒後初期群は「子
どもや利用者とのコミュニケーション能力」を、それ
ぞれ必要とする評価は有意に高いことが示された。
　次に保育職における卒後年数群を比較すると、職場
で必要な能力として、卒業後３年以内の卒後初期群は、
「子どもや利用者のとのコミュニケーション能力」を
必要とする評価は有意に高いことが示された。
　なお、介護職における卒後年数群では、検定の結果、
有意な差のある項目は示されなかった。
鰯今後の教育内容について
①全体の評定
　今後受ける必要のあると思う教育や訓練の内容につ
いて、平均値と中央値を（表８）今後の教育内容（全
体）に示す。
　表８から、今後受ける必要のある教育内容について
「専攻分野についてさらに学ぶこと」や「資格を取得
すること」を必要とするものが多く、「学士（大学卒）
や修士の学位を取得すること」を必要とするものは少
ないことがうかがえる。
②調査群ごとの比較
　今後受ける必要のある教育や訓練の内容について、
短大での学習と同様に平均値を求め（巻末（表103）に
掲載）、更に２群ごとに、独立性の検定（Mann-
WhitneyのU検定）を行い、その結果を（表９）今後
の教育内容（群ごとの比較）に示した。なお、表では
有意差のある項目で、評定値が高い群のほうに○印で
示した。
　表９から、職種群を比較すると、介護職は「資格を
取得するための学習」を必要とする評価は有意に高い
ことが示された。
　次に卒業年次群を比較すると、卒業後５年以上の卒
後中期群は「資格を取得するための学習」を必要とす
る評価は有意に高いことが示された。
　次に保育職群における卒後年数群を比較すると、卒
業後５年以上の卒後中期群は「資格を取得するための
学習」を必要とする評価は有意に高いことが示された。
　なお、介護職における卒後年数群では、検定の結果、
有意な差のある項目は示されなかった。
③短大での学習との関係
　調査対象者ごとに短大での学習の調査項目20項目の
平均を求め、その平均値の累積度数から人数の50％が
属するのは3.05であることが分かった。そのため3.05
以下（全体の50％が属している。以下短大での学習習
得感下位群）と3.06以上（全体の50％が属している。
以下短大での学習習得感上位群）の２群に分け今後の
学習内容について、平均値および中央値を求め、（表
10）今後の教育内容（短大での学習）に示す。
　表10から、独立性の検定（Mann-WhitneyのU検定）
の結果、有意な差のある項目は示されなかった。
④職場で必要な能力との関係
　調査対象者ごとに職場で必要な能力の20項目の平均
を求め、その平均値の累積度数から人数の49.2％が属
するのは4.25であることが分かった。そのため、4.25
以下（全体の49.2％が属している。以下職場で必要な
能力感評定下位群）と4.26以上（全体の50.8％が属し
ている。以下職場で必要な能力感評定上位群）の２群
に分け（表11）今後の学習内容（職場で必要な能力）
に示す。なお、Mann-WhitneyのU検定により独立性
の検定を行い有意差のあった項目に＊を示した。
　表11から職場で必要な能力評定上位群は、「専攻分
野においてさらに学ぶこと」、「教養を身につけるこ
と」及び「将来の仕事に必要なことを学ぶこと」の３
項目を必要とする評価は有意に高いことが示された。
Ⅲ．検討
１．本学における教育について
茨今後の課題
　20項目の知識や能力について、短大卒業までにどの
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程度身につけたかを調査した。その結果から、17項目
で５件法の中間に位置する３を選択していること。
「専門的な知識や技能」及び「子どもや利用者とのコ
ミュニケーション能力」の２項目は、身につけたとす
るものが多いことが示された。
　コンピュータを使いこなす技能、外国語の能力につ
いては、開設している科目との関連は高いと考えられ
るため、習得感を高める必要があると考える。また、
職場で必要な能力として、職種群で比較すると、表７
から「外国語の能力」を必要とする評定について保育
職は有意に高いことが示された。これは、学習指導要
領の改定により平成23年度から小学校５、６年で外国
語（英語）が必修化されることにより、保育職で必要
とする評定は高くなった１要因と考える。このことか
ら、小学校教育との連携も考慮したカリキュラムも今
後検討する必要があると考える。
　「問題解決力」、「ひとりで仕事をこなせる力」など
の能力は、特定の科目だけで習得させることは難しい
ことから、カリキュラムの編成など組織的な取り組み
を必要とすると考える。また、職場で必要とする能力
として、保育職は「創造性」を、介護職は「話しこと
ばによるコミュニケーション能力」の評定は、それぞ
れ高いことが示されており、これらの能力を更に育成
する方法も検討する必要があると考える。
芋介護職養成の成果
　今後受ける必要のある教育内容について質問した。
その結果から、介護職は資格を取得する内容を必要と
有意に高く評定している。これは、介護職ではケアマ
ネージャなど業務に関連する資格は多く、取得の必要
性があり、取得の希望を強く持ち目的を持って学習で
きる環境にあることによると考えられる。また、介護
職における卒後年数群の評定に有意な差は示されない
ことから、資格取得についての希望は勤務の長短に関
わらず同じ意識を持っていると考えられる。
　また、介護職の職場で必要な能力に卒後年数群の評
定に有意な差がなかった要因として、勤務の長短に関
わらず職場で必要な能力については、把握できて勤務
していると考える。また、短大での学習の習得感の評
定に卒後年数群に有意な差を示す項目は、保育職に比
較し介護職は少ないことは、勤務年数を重ねても、職
場で対応できる能力を短大で学習したと感じていると
考えられる。
　以上のことから、本学における介護職の養成につい
ては、在学時の学習から職場での必要な能力や資格取
得などの職場環境を理解させる教育を行っていること
の成果である可能性があると考える。
２．卒後年数に応じた卒後教育の必要性について
　短大での学習については、卒後年数群及び保育職に
おいては、卒後３年以内の卒後初期群は、卒後５年以
上の卒後中期群よりも全項目で評定値が高く、また有
意な差を示す項目も16から17項目と多いことが示され
た。これは、卒後中期群は卒後初期群に比較し、短大
での学習で身につけたことを低く評価していることを
示していると考えられる。その要因としては、勤務年
数が長くなることにより短大での学習以上の知識や技
能を必要になったために評定値は低くなる、卒業後の
年数が長くなることにより短大での学習内容が曖昧に
なり評定値は低くなるなどの要因が考えられる。低く
評価する要因を検討するために、短大での学習で身に
つけた調査項目のうち、卒後年数群及び保育職に共通
して有意な差のある15項目から評定値の平均値が他の
項目に比較して低い１項目を省いた14項目に因子分析
表12-1　短大での学習・卒後初期群（因子分析）
成分
321
.115.166.864チームの中で仕事を遂行する能力
.112.282.807後輩や実習生を指導する能力
.039.212.711リーダーシップを発揮できる能力
.454.028.673問題解決能力
.110.347.664ひとりで仕事をこなせる力
.187.347.607人との交渉能力、折衝能力
.061.781.052礼儀マナー
.026.751.313子どもや利用者の家族とのコミュニケーション能力
.243.693.235子どもや利用者とのコミュニケーション能力
.170.601.317話しことばによるコミュニケーション能力
.297.560.268記録や手紙を要領よく書く能力
.883.201.032幅広い地識・教養
.793.195.293専門的な知識や技能
14.3821.5627.54寄与率
表12-2　短大での学習・卒後中期群（因子分析）
成分
321
.0550.109.817礼儀マナー
.049.398.682子どもや利用者の家族とのコミュニケーション能力
.422.142.664幅広い地識・教養
.514－.084.596専門的な知識や技能
.282.262.554話しことばによるコミュニケーション能力
.132.455.530記録や手紙を要領よく書く能力
.436.428.497子どもや利用者とのコミュニケーション能力
.096.857.085ひとりで仕事をこなせる力
.488.662.071後輩や実習生を指導する能力
－.107.635.376チームの中で仕事を遂行する能力
.340.600.235問題解決能力
.837.097.012リーダーシップを発揮できる能力
.582.359.375人との交渉能力、折衝能力
16.542123.94寄与率
松田　知明　　研　攻一118
118－　　－
（主成分分析法、バリマックス回転）を行った。更に
抽出された因子を１項目で構成している項目を省いた
13項目で再度因子分析（主成分分析法、バリマックス
回転）を卒後年数群の2群ごとに行いその結果を（表
12-1）短大での学習・卒後初期群（因子分析）及び
（表12-2）短大での学習・卒後中期群（因子分析）に
示す。
　表12-1から卒後初期群の成分１は、業務遂行のため
の能力と考える。成分２はコミュニケーションの基本
的な能力と考える。成分３はこれまで短大で習得した
知識や技能と考える。表12-2から卒後中期群の成分１
は専門的なコミュニケーションを行うための能力と考
える。成分２は実務を遂行するための能力と考える。
成分３は仕事を多角的に進めるための能力と考える。
　これから、卒後５年以上の卒後中期群は、業務遂行
のための能力を、実務を遂行する能力、仕事を多角的
に進める能力を分けてとらえている。専門的知識や技
能そして幅広い知識や教養を、専門的なコミュニケー
ションを行うための能力ととらえている。このために、
卒後中期群は、専門的なコミュニケーションを行うに
はより高度な専門知識や新たな教養を必要とすること
になり、短大で習得した以上の高度な知識や能力を必
要としていると感じているために、短大での学習で身
につけたことを低く評価していることを示していると
考えられる。
３．卒後教育について
茨短大での学習を補完する卒後教育
　表10より、短大での学習習得感上位群よりも下位群
は「学士(大学卒)や修士の学位を取得すること」を除
いた全項目で学習を必要とする評定は高い傾向を示し
た（有意な差は示されなかった）。これから、短大での
学習の習得感の低いものは、専攻分野について学ぶこ
と、教養を身に着けることなど短大での学習を補完す
るような卒後教育を必要とする傾向の可能性があると
考える。
芋卒後年数を考慮した卒後教育
　前述したように保育職は、「外国語の能力」を職場で
必要とする評定は保育者が有意に高かった。このよう
に幼児教育を取り巻く環境の変化に対応するために、
卒後の経過年数に関わらず必要とする卒後教育もある。
一方本研究から、卒後の年数により必要とする卒後教
育の内容は次のように異なると考える。
①卒後初期群
　卒後年数群による職場で必要な能力から、「子ども
や利用者とのコミュニケーション能力」は卒業後３年
以内の卒後初期群、「後輩や実習生を指導する能力」は
卒業後５年以上の卒後中期群でそれぞれ評定は有意に
高いことが示された。これは、卒後初期群は子どもや
利用者とのコミュニケーション能力を十分習得してお
らず苦慮しているために職場で必要な能力であると強
く意識し、それに対して卒後中期群は熟達しているた
めに初期群よりも評定は低くなると考える。この傾向
は、保育職でより強く評定していることは保育職を卒
後年数群で比較した結果からも分かる。
　表11より、職場で必要な能力感評定上位群は、今後
受ける必要のあると思う教育や訓練内容については、
「専攻分野についてさらに学ぶこと」、「教養を身につ
けること」、「将来の仕事に必要なことを学ぶこと」、
「資格を取得すること」の評定は高い傾向にある。こ
れから、上位群は教養を身につけることは、専攻分野
についてさらに学ぶことと同等程度必要と感じている
ことがわかる。また、因子分析に結果から卒後中期群
は、業務遂行のための能力を、実務を遂行する能力、
仕事を多角的に進める能力を分けてとらえていること
が分かった。卒後初期群も早期にこのようにとらえら
れるような卒後教育も必要と考える。
②卒後中期群
　卒後年数群の比較から、卒後中期群は「後輩や実習
生を指導する能力」は卒後初期群よりは中期群は指導
する機会も増え、子どもたちを指導する能力と異なり
苦慮しているために、評定は高くなると考える。この
ように、卒後経過年数にふさわしいような教育を行う
必要があると考える。
　表11から、職場の能力ついて、同様の検討をした結
果、上位群は全項目において学習を必要とする評定は、
高い傾向にあり、「専攻分野においてさらに学ぶこと」、
「教養を身につけること」及び「将来の仕事に必要な
ことを学ぶこと」の３項目を必要とするものは有意に
多いことが示された。これから、卒後教育の内容や職
場で必要な能力を高く評価するものは、今後の学習の
必要性を感じ、特にこの３項目について必要としてい
ることが分かる。このことから、職場で必要な能力を
意識させるような卒後教育も必要であると考える。
鰯資格取得を考慮した卒後教育
　本研究の結果から、職種群に関わらず今後必要とす
る教育は、資格取得にかかわることとしているものは、
多いことから、資格取得に向けた卒後教育の検討も必
要であると考える。
４．次回調査項目の検討事項
茨全体の評定について
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　職場で必要な能力の回答は、表６から、20項目中13
項目（65.0％）は、「非常に必要とされている」とする
５を選択し、６項目（30.0％）は「必要とされている
能力」とする４を選択しているものが多いことが示さ
れた。全体の評定について調査対象者と非調査対象者
を比較すると「専門的な知識や技能」、「チームで仕事
を遂行する能力」など６項目で調査対象者の評定は有
意に高いことが示された。また、「人との交渉能力、折
衝能力」の項目では非調査対象者の評定がわずかであ
るが高かった（これらの表は未掲載）。このことから、
調査項目は保育職や介護職の職場にとって必要な能力
に偏ったものになった可能性もあると考えられること
から、この調査項目については、次回調査時の検討事
項と考える。
Ⅳ．まとめ
　平成21年度に卒業生を対象に、在学中の学習の状況
や現在の勤務状況と本学での教育成果などについての
調査を実施した。本研究では、調査時点での保育職と
介護職にあるものと短大での学習、職場で必要とする
能力及び今後受けることが必要な教育内容との関係に
ついて検討し、次の４点を確認した。
１．短大での学習について
茨今後の改善点
　本学での学習については、「専門的な知識や技能」及
び「子どもや利用者とのコミュニケーション能力」の
２項目は、身につけたとするものが多いことが示され
た。しかし、他の項目については、中間（どちらとも
言えない）の評定をしているものが多く、これらの各
項目の評定を高くすることは今後の課題であると考え
る。
芋介護職養成の成果
　短大での学習習得感、職場で必要とする能力及び今
後の必要とする教育内容の検討から、介護職として勤
務するものは、勤務の長短に関わらず職場で必要な能
力や資格取得については、ある程度把握して勤務して
いる。これは、在学時の学習から職場での必要な能力
や資格取得などの職場環境を理解させる教育を行って
いることの成果である可能性があると考える。
２．卒後教育について
茨卒後教育の必要性について
　因子分析の結果、勤務年数を重ねることにより、教
養や専門的な知識や問題解決力などを職業人としての
能力とし統合するようになり、その結果、短大で学習
した以上の高度な知識や能力を必要と感じてくるよう
になることが分かった。このことから、本学が卒業生
へのアフターフォローとしての卒後教育の必要性のあ
ることが分かった。
芋卒後教育の内容について
　卒後教育の内容は、職場で必要とする能力の検討か
ら、「専攻分野においてさらに学ぶこと」、「教養を身に
つけること」及び「将来の仕事に必要なことを学ぶこ
と」を必要とするものが多いことが分かった。更に、
職場で必要とする能力の検討と因子分析の結果から、
教養については、人生を充実させるためよりは、専攻
分野や将来の仕事に必要なものと同様に教養を実務の
知識、技能ととらえ実務に必要なものとしてとらえて
いる可能性があることから、卒後教育の内容を検討す
べき事項の一つと考える。
　平成21年度に実施した卒後調査のデータは膨大であ
り、本研究では、在学中及び卒後教育としての短大で
の学習を検討した。今後データの分析を行い、本学の
教育充実に活用したい。
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表101　短大での学習（平均値）
介護職保育職卒後年数群職種群
卒後中期卒後初期卒後中期卒後初期卒後中期卒後初期介護職保育職
平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数
3.06353.56*39183.00373.40*23483.03723.44*6663.23533.2285幅広い地識・教養
3.29343.61183.38373.85*24483.34713.79*7663.40523.6585専門的な知識や技能
1.71341.50181.86372.46*25481.79712.20*8661.63522.20*185外国語の能力
2.54352.89182.76373.33*26482.65723.21*9662.66533.08*285コンピュータを使いこなす技能
2.89352.89182.70373.21*27482.79723.12*10662.89532.9985問題解決能力
2.77353.06182.65373.23*28482.71723.18*11662.87532.9885ひとりで仕事をこなせる力
3.06343.33183.11373.56*29483.08713.50*12663.15523.3685チームの中で仕事を遂行する能力
3.26353.50183.24373.46483.25723.47663.34533.3685仕事への適応力
3.00353.17183.16373.54483.08723.44*13663.06533.38*385創造性
3.06353.00183.27373.63483.17723.45*14663.04533.47*485自発性、自主性
3.17353.83*40183.05373.54*30483.11723.62*15663.40533.3385話しことばによるコミュニケーション能力
2.43352.78182.59373.19*31482.51723.08*16662.55532.93*585リーダーシップを発揮できる能力
2.26352.50182.08372.73*32482.17722.67*17662.34532.4585後輩や実習生を指導する能力
3.20353.89*41183.32373.75*33483.26723.79*18663.43533.5685子どもや利用者とのコミュニケーション能力
2.89352.88172.49373.17*34482.68723.09*19652.88522.8785子どもや利用者の家族とのコミュニケーション能力
2.83352.82172.62373.27*35482.72723.15*20652.83522.9985人との交渉能力、折衝能力
3.20353.78*42183.32373.79*36483.26723.79*21663.40533.5985礼儀マナー
2.86353.11182.81373.40*37482.83723.32*22662.94533.1485記録や手紙を要領よく書く能力
3.03353.06182.84373.31*38482.93723.24663.04533.1185仕事を振り返って改善する能力
2.83352.72182.73373.10482.78723.00662.79532.9485仕事の問題等を調査し、研究する能力
＊ 1= p<.0001,＊ 2= p<.028,＊ 3= p<.022,＊ 4= p<.009, ＊ 5= p<.014,＊ 6= p<.003,＊ 7= p<.002,
＊ 8= p<.008,＊ 9= p<.003, ＊10= p<.006,＊11= p<.004,＊12= p<.003,＊13= p<.017,＊14= p<.034,
＊15= p<.001,＊16= p<.0001,＊17= p<.003,＊18= p<.0001,＊19= p<.026,＊20= p<.002,＊21= p<.0001,
＊22= p<.003,＊23= p<.025, ＊24= p<.009,＊25= p<.002,＊26= p<.020,＊27= p<.001,＊28= p<.009,
＊29= p<.017,＊30= p<.008, ＊31= p<.001,＊32= p<.003,＊33= p<.005,＊34= p<.003,＊35= p<.0001,
＊36= p<.007,＊37= p<.004, ＊38= p<.002,＊39= p<.028,＊40= p<.011,＊41= p<.003,＊42= p<.034
表102　職場で必要な能力（平均値）
介護職保育職卒後年数群職種群
卒後中期卒後初期卒後中期卒後初期卒後中期卒後初期介護職保育職
平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数
4.26354.11184.39364.38484.32714.30664.21534.3884幅広い地識・教養
4.43354.39184.67364.67484.55714.59664.42534.6784専門的な知識や技能
1.47341.33181.94361.96471.71701.78651.42521.95*183外国語の能力
3.86354.11183.75363.40483.80713.59663.94533.5584コンピュータを使いこなす技能
4.40354.44184.44364.21484.42714.27664.42534.3184問題解決能力
4.46354.22184.42364.33484.44714.30664.38534.3784ひとりで仕事をこなせる力
4.74354.50184.75364.72474.75714.66654.66534.7383チームの中で仕事を遂行する能力
4.65344.56184.69364.52484.67704.53664.62524.6084仕事への適応力
3.91353.72184.22364.31484.07714.15663.85534.27*284創造性
4.23354.33184.36364.48484.30714.44664.26534.4384自発性、自主性
4.57354.72184.36364.48484.46714.55664.62*3534.4384話しことばによるコミュニケーション能力
4.00353.67184.08363.98484.04713.89663.89534.0284リーダーシップを発揮できる能力
4.43353.83184.17363.88484.30*5713.86664.23534.0084後輩や実習生を指導する能力
4.71354.67184.64364.90*6484.68714.83*4664.70534.7984子どもや利用者とのコミュニケーション能力
4.74354.88174.75364.90484.75714.89654.79524.8384子どもや利用者の家族とのコミュニケーション能力
4.31354.06174.03364.08484.17714.08654.23524.0684人との交渉能力、折衝能力
4.57354.61184.58364.63484.58714.62664.58534.6184礼儀マナー
4.29354.28184.39364.52484.34714.45664.28534.4684記録や手紙を要領よく書く能力
4.51354.44184.44364.35484.48714.38664.49534.3984仕事を振り返って改善する能力
4.31354.44184.08364.10484.20714.20664.36534.1084仕事の問題等を調査し、研究する能力
＊1= p<.001,＊2= p<.005,＊3= p<.046,＊4= p<.011,＊5= p<.011,＊6= p<.010
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表103　今後の教育内容（平均値）
介護職保育職卒後年数群職種群
卒後中期卒後初期卒後中期卒後初期卒後中期卒後初期介護職保育職
平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数平均値人数
3.93304.27154.06323.82384.00623.94534.04453.9370専攻分野についてさらに学ぶこと
3.30303.33153.31323.11383.31623.17533.31453.2070別の分野について学ぶこと
3.67303.40153.94323.61383.81623.55533.58453.7670教養を身につけること
3.87304.13153.97313.71383.92613.83533.96453.8369将来の仕事に必要なことを学ぶこと
2.40302.07152.53322.34382.47622.26532.29452.4370学士（大学卒）や修士の学位を取得すること
4.63304.27153.81*3323.24384.21*2623.53534.51*1453.5070資格を取得すること
＊1= p<.0001,＊2= p<.001,＊3= p<.038
SUMMARY
Tomoaki MATSUDA,
Kohichi TOGI :
　　　The folowing three points were confirmed as a result of analyzing the investigation executed for the graduate 
and examining the education of this learning.
(1) Result of nursing employment training
　 The one to work as a nursing employment understands a necessary ability in the qualification acquisition and the 
ofice and works.
(2) About the necessity of the postgraduate education
　 Because the work years increase, the graduate feels an education, special knowledge, and the problem solving 
power, etc. an ability as the occupation person. I come to feel advanced knowledge and the ability more than 
studying in the junior colege necessary as a result.
(3) About the content of the postgraduate education
　　　There are a lot of one of the content of the postgraduate education to need "Learn further in the major field", 
"The education is acquired", and "Learn necessary for the future career". The education is caught necessary for the 
business.
(Uyo Gakuen Colege) 
About the Investigation Concerning the Uyo Gakuen Colege Graduate's Study, Work, and Life(2)
